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(57)【要約】
【課題】水槽の排気口において、洗剤の付着及び異物の
堆積を防止する洗濯乾燥機を提供する。
【解決手段】洗濯乾燥機（１）は、水槽（２）と、ドラ
ム（３）と、循環風路（２０）と、加熱装置（７）と、
フィルタ装置（３０）と、制御装置（５５）とを備え、
循環風路（２０）は、排気ダクト（６０）と、ダクト取
付部材（７０）とを有する排気風路（２３）を備え、ダ
クト取付部材（７０）の下流側には、排気ダクト（６０
）が配設されるとともに、ダクト取付部材（７０）の上
流側には、排気口邪魔板（８０）がダクト取付部材（７
０）のベース部（７１）から離間して配設され、ベース
部（７１）には、排気口邪魔板（８０）に向けて液体を
吐出する取付部材用ノズル（７３）が配設されている。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水槽と、
　前記水槽内に回転可能に配置されて、洗濯物を収容するドラムと、
　前記ドラム内に空気を供給する循環風路と、
　前記循環風路内を流れる空気を加熱する加熱装置と、
　前記循環風路内を流れる空気に含まれる異物を捕集するフィルタ装置と、
　前記加熱装置を制御する制御装置とを備え、
　前記循環風路は、前記水槽に形成された排気口と前記フィルタ装置との間を接続する排
気風路を備え、
　前記排気風路は、前記フィルタ装置に接続される排気ダクトと、前記水槽の前記排気口
に接続されるダクト取付部材とを有し、
　前記ダクト取付部材の下流側には、前記排気ダクトが配設されるとともに、
　前記ダクト取付部材の上流側には、洗剤の泡の進入を規制する排気口邪魔板が前記ダク
ト取付部材のベース部から離間して配設され、
　前記ベース部には、前記排気口邪魔板に向けて液体を吐出する取付部材用ノズルが配設
されていることを特徴とする洗濯乾燥機。
【請求項２】
　請求項１に記載の洗濯乾燥機において、
　前記取付部材用ノズルが、前記排気口邪魔板の上端部に向けて前記液体を吐出すること
を特徴とする洗濯乾燥機。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の洗濯乾燥機において、
　前記排気ダクトの屈曲部には、前記排気ダクトの内面に向けて前記液体を吐出する排気
ダクト用ノズルが配設されていることを特徴とする洗濯乾燥機。
【請求項４】
　請求項３に記載の洗濯乾燥機において、
　前記取付部材用ノズル及び前記排気ダクト用ノズルには、一つの給水管から分岐された
前記液体が供給されることを特徴とする洗濯乾燥機。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載の洗濯乾燥機において、
　前記取付部材用ノズル及び前記排気ダクト用ノズルには、水をより拡散させるための拡
散部材が設けられていることを特徴とする洗濯乾燥機。
【請求項６】
　請求項３から請求項５のいずれか１項に記載の洗濯乾燥機において、
　前記取付部材用ノズル及び前記排気ダクト用ノズルからの前記液体の吐出が、最終すす
ぎの給水時に行われることを特徴とする洗濯乾燥機。
【請求項７】
　請求項３から請求項５のいずれか１項に記載の洗濯乾燥機において、
　前記取付部材用ノズル及び前記排気ダクト用ノズルからの前記液体の吐出が、槽洗浄時
に行われることを特徴とする洗濯乾燥機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、洗濯乾燥機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、外槽カバーに取り付けられたノズルから洗浄水を吐出することによって
、外槽カバーの内面や内槽の前面に付着した汚れや異物を洗い流す洗濯乾燥機を開示する
。当該洗濯乾燥機では、いわゆる槽洗浄によってカビの繁殖や異臭の発生を抑制している
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。
【０００３】
　洗濯乾燥機は、温風を内槽に送風するための循環風路を備えており、内槽に収容された
洗濯物を温風で乾燥している。そして、循環風路の途中にフィルタを配設して、温風に含
まれる糸くずや埃などの異物をフィルタで捕集して、乾燥性能の低下を防止している。糸
くずや埃などの異物が捕集されたフィルタは、ユーザによって除去・清掃される。
【０００４】
　外槽カバーの内面や内槽の前面に付着した汚れや異物は、洗濯性能や乾燥性能に直結す
るものではないが、循環風路内に堆積した糸くずや埃などの異物は、乾燥性能に大きな影
響を及ぼす。
【０００５】
　特許文献２は、フィルタ収納部内に設けられた非固定フィルタ及び固定フィルタによっ
て、温風に含まれる糸くずや埃などの異物を捕集し、非固定フィルタ及び固定フィルタに
付着した異物を洗い流すことを開示する。
【０００６】
　したがって、特許文献１は、外槽カバーの内面や内槽の前面に付着した異物を洗い流す
槽洗浄を開示し、特許文献２は、非固定フィルタ及び固定フィルタに付着した異物を洗い
流すことを開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１２－２２３３５９号公報
【特許文献２】特開２０１３－２２６１８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、例えばタンブリング洗いの際に洗濯水が発泡し、発泡した泡の上昇が起こる
ため、洗剤の泡が、水槽（すなわち外槽）の上部に形成された排気口に付着しやすい。付
着した洗剤の泡は、時間の経過で消失するものの、洗剤が排気口にこびり付いた状態にな
る。そのため、水槽の排気口は、こびり付いた洗剤によって、糸くずや埃などの異物が堆
積しやすくなっており、堆積した異物によって乾燥性能が低下する。
【０００９】
　したがって、洗濯乾燥機の水槽の排気口において、洗剤の付着及び異物の堆積を防止す
ることが望まれている。
【００１０】
　この発明の解決すべき技術的課題は、水槽の排気口において、洗剤の付着及び異物の堆
積を防止する洗濯乾燥機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記技術的課題を解決するために、この発明によれば、以下の洗濯乾燥機が提供される
。
【００１２】
　すなわち、この発明に係る洗濯乾燥機は、
　水槽と、
　前記水槽内に回転可能に配置されて、洗濯物を収容するドラムと、
　前記ドラム内に空気を供給する循環風路と、
　前記循環風路内を流れる空気を加熱する加熱装置と、
　前記循環風路内を流れる空気に含まれる異物を捕集するフィルタ装置と、
　前記加熱装置を制御する制御装置とを備え、
　前記循環風路は、前記水槽に形成された排気口と前記フィルタ装置との間を接続する排
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気風路を備え、
　前記排気風路は、前記フィルタ装置に接続される排気ダクトと、前記水槽の前記排気口
に接続されるダクト取付部材とを有し、
　前記ダクト取付部材の下流側には、前記排気ダクトが配設されるとともに、
　前記ダクト取付部材の上流側には、洗剤の泡の進入を規制する排気口邪魔板が前記ダク
ト取付部材のベース部から離間して配設され、
　前記ベース部には、前記排気口邪魔板に向けて液体を吐出する取付部材用ノズルが配設
されていることを特徴とする。
【００１３】
　前記取付部材用ノズルが、前記排気口邪魔板の上端部に向けて前記液体を吐出すること
が好ましい。
【００１４】
　前記排気ダクトの屈曲部には、前記排気ダクトの内面に向けて前記液体を吐出する排気
ダクト用ノズルが配設されていることが好ましい。
【００１５】
　前記取付部材用ノズル及び前記排気ダクト用ノズルには、一つの給水管から分岐された
前記液体が供給されることが好ましい。
【００１６】
　前記取付部材用ノズル及び前記排気ダクト用ノズルには、水をより拡散させるための拡
散部材が設けられていることが好ましい。
【００１７】
　前記取付部材用ノズル及び前記排気ダクト用ノズルからの前記液体の吐出が、最終すす
ぎの給水時に行われることが好ましい。
【００１８】
　前記取付部材用ノズル及び前記排気ダクト用ノズルからの前記液体の吐出が、槽洗浄時
に行われることが好ましい。
【００１９】
　前記ダクト取付部材にはダクト用邪魔板が一体形成されていることが好ましい。
【００２０】
　前記排気口邪魔板は、水槽又はダクト取付部材に一体形成されていることが好ましい。
【発明の効果】
【００２１】
　この発明の洗濯乾燥機では、取付部材用ノズルからの液体が、排気口にある排気口邪魔
板に向けて吐出される。それにより、排気口邪魔板に付着した洗剤と、洗剤を介して排気
口邪魔板に堆積した糸くずや埃などの異物とが洗い流される。したがって、水槽の排気口
にある排気口邪魔板において、洗剤の付着及び異物の堆積を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】この発明の第１実施形態に係る洗濯乾燥機の外観を示す斜視図。
【図２】洗濯乾燥機の乾燥機能の概略構成を模式的に説明する要部断面図。
【図３】洗濯乾燥機の制御ブロック図。
【図４】上面パネルを外したときの洗濯乾燥機の上部を斜め上方から見た斜視図。
【図５】洗濯乾燥機の排気ダクト及びダクト取付部材を斜め上方から見た斜視図。
【図６】洗濯乾燥機の排気ダクト及びダクト取付部材の断面を斜め前方から見た模式図。
【図７】洗濯乾燥機の排気ダクト及びダクト取付部材の断面を前方から見た模式図。
【図８】洗濯乾燥機のダクト取付部材を斜め下方から見た斜視図。
【図９】この発明の第２実施形態に係る洗濯乾燥機の排気ダクト及びダクト取付部材の断
面を前方から見た模式図。
【図１０】この発明の第３実施形態に係る洗濯乾燥機のノズルに装着される拡散部材を示
す斜視図。
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【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、図面を参照しながら、この発明の一実施形態に係るドラム式洗濯乾燥機１を説明
する。なお、この実施形態は、あくまでも一例であって、この発明は当該実施形態に限定
されるものではない。そして、説明の都合上、ドラム式洗濯乾燥機１の構成を説明する場
合において、上流側及び下流側というのは、循環風路２０内を流れる空気の流通方向を基
準にしている。
【００２４】
　〔第１実施形態〕
　図１は、この発明の第１実施形態に係る洗濯乾燥機１を斜め前方上方から見たときの概
略斜視図である。
【００２５】
　ドラム式洗濯乾燥機１は、外郭を成す外箱１ａを備える。この外箱１ａは、上面パネル
１０１と、操作表示部１０２と、前面パネル１０３と、後面パネル１０４と、一対の側面
パネル１０５と、底台１０６とで構成されている。図１では、一対の側面パネル１０５の
うちの一方だけを図示している。
【００２６】
　前面パネル１０３には、洗濯物５の出し入れに使用される開口部１０７が設けられてい
る。また、前面パネル１０３には扉２１が回動可能に取り付けられており、開口部１０７
は扉２１で開閉される。
【００２７】
　操作表示部１０２は、開口部１０７の上方に位置するように前面パネル１０３に配設さ
れている。すなわち、操作表示部１０２は外箱１ａの前側上部に位置する。
【００２８】
　また、操作表示部１０２の側方には、洗剤、漂白剤及び柔軟剤を収容可能な洗剤ケース
５０が設けられている。
【００２９】
　図２は、洗濯乾燥機１の乾燥機能の概略構成を模式的に示す。
【００３０】
　洗濯乾燥機１は、外箱１ａ内に配置された水槽２と、この水槽２内に回転可能に配置さ
れて洗濯物５を収容するドラム３と、このドラム３を回転駆動するドラムモータ４と、ド
ラムモータ４などを制御する制御装置５５とを備える。ドラム式の洗濯乾燥機１では、通
常、ドラム３の回転軸Ｊは、前側が後側よりも高くなるように、水平方向に対して傾斜し
ている。
【００３１】
　水槽２及びドラム３は、それぞれ、扉２１側に向かって開口しており、扉２１を開くこ
とで、ドラム３内に洗濯物５を入れたり、ドラム３内から洗濯物５を出したりすることが
できる。また、扉２１を閉じることで、水槽２内の気体及び液体が前面パネル１０３の開
口部１０７を介して外箱１ａに漏出するのが防止される。すなわち、扉２１の閉鎖により
、水槽２の気密及び水密を保つことができる。なお、回転軸Ｊは、水平方向に対して略平
行であってもよい。また、ドラム３は回転槽の一例である。また、ドラムモータ４は駆動
装置の一例である。
【００３２】
　水槽２の上方には、外箱１ａの上部を形成する上面パネル１０１が配置されている。ま
た、水槽２の前方には、外箱１ａの前部の大部分を形成する前面パネル１０３が配置され
ている。
【００３３】
　ドラム３の周壁部３１には、水槽２とドラム３との間の空間と、ドラム３内の空間との
間で、洗濯水及び空気の流通を可能にするための複数の貫通孔(図示せず)が形成されてい
る。また、ドラム３の底部３２には水槽２の吸気口２５に連通する複数の空気導入孔(図
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示せず)が形成されている。
【００３４】
　また、洗濯乾燥機１は、ドラム３内に空気を供給するための循環風路２０を備えている
。この循環風路２０は、少なくとも、排気風路２３、戻し風路２４、給気風路２６及び水
槽２を有し、乾燥運転時、ドラム３内から水槽２の外に出た空気がドラム３内に戻って循
環するように構成されている。
【００３５】
　排気風路２３では、一端部が水槽２の排気口２２に接続され、他端部がフィルタ装置収
納部４０の吸気口４１に接続されている。このフィルタ装置収納部４０は、外箱１ａ内の
上側空間の後部に配置されており、フィルタ装置３０を着脱可能に収納する。
【００３６】
　戻し風路２４では、一端部がフィルタ装置収納部４０のフィルタ排気口４２に接続され
、他端部がヒートポンプユニット７の吸気口５７に接続されている。このヒートポンプユ
ニット７は、送風ファン５８と連通している。また、ヒートポンプユニット７は、外箱１
ａ内の下側空間の後部に位置するように、底台１０６に固定されている。ヒートポンプユ
ニット７は、いずれも図示しないケーシングと蒸発器と圧縮機と凝縮器と膨張機構とを備
えて、冷凍サイクルを構成している。ヒートポンプユニット７は、凝縮器で温風を発生さ
せて蒸発器で除湿を行うことにより、乾燥及び昇温した空気（以下、単に温風ということ
がある。）を生成する。したがって、ヒートポンプユニット７は、循環風路２０を循環す
る空気を加熱する加熱装置として働く。
【００３７】
　給気風路２６では、一端部が送風ファン５８の吹出口５９に接続され、他端部が水槽２
の吸気口２５に接続されている。また、送風ファン５８はヒートポンプユニット７の下流
側に配置されている。
【００３８】
　送風ファン５８は、その上流側に吸入口を有し、当該吸入口にはヒートポンプユニット
７の排気口が接続されている。一方、送風ファン５８は、その下流側に吹出口５９を有す
る。当該吹出口５９から吹き出された空気が給気風路２６によって水槽２に案内される。
【００３９】
　ヒートポンプユニット７の凝縮器と送風ファン５８との間には、加熱装置の一例として
のＰＴＣ(Positive Temperature Coefficient)ヒータが配置される。ＰＴＣヒータは、凝
縮器で加熱されて送風ファン５８に向かって流れる温風をさらに加熱する。
【００４０】
　送風ファン５８の駆動により、循環風路２０内の空気が循環する。このとき、送風ファ
ン５８は、ヒートポンプユニット７からの温風を給気風路２６へ送る。これにより、温風
が、矢印Ｙで示すように、水槽２の吸気口２５からドラム３の底部３２の空気導入孔を通
じてドラム３内に導入される。
【００４１】
　ドラム３内に導入された温風は、ドラム３内に収容された洗濯物５を加熱するとともに
洗濯物５から水分を奪う。そのため、洗濯物５に接した後の空気は、温度が下がるととも
に湿気を含んだ空気（以下、単に湿潤風ということがある。）となる。湿潤風は、矢印Ｚ
で示すように、ドラム３の周壁部３１の貫通孔からドラム３と水槽２との間の空間を流れ
た後、水槽２の排気口２２から、排気風路２３、フィルタ装置３０及び戻し風路２４を順
次流れて、ヒートポンプユニット７に流入する。このとき、フィルタ装置３０が、湿潤風
に含まれる糸くずや埃などの異物を捕集する。すなわち、糸くずや埃などの異物が、フィ
ルタ装置３０によって循環風路２０内を流れる空気から捕集される。ヒートポンプユニッ
ト７によって除湿及び加熱が湿潤風に対してなされて、乾燥した温風が生成される。この
乾燥した温風は、送風ファン５８によって、給気風路２６と介してドラム３内に送り込ま
れる。
【００４２】
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　図３は、洗濯乾燥機１の制御ブロック図である。
【００４３】
　制御装置５５は、マイクロコンピュータなどからなり、例えば、操作表示部１０２の操
作部と図示しない温度センサとの信号に基づいて、ドラムモータ４とヒートポンプユニッ
ト７と送風ファン５８とダクト用給水弁５４と操作表示部１０２の表示部とをそれぞれ制
御する。
【００４４】
　図４は、洗濯乾燥機１の上面パネル１０１を外したときの洗濯乾燥機１の上部を斜め上
方から見た斜視図である。
【００４５】
　循環風路２０の一部を構成する排気風路２３は、排気ダクト６０とダクト取付部材７０
とを備える。排気ダクト６０は、下方から上方に延在したあと前方から後方に延在するよ
うに略Ｌ字状に屈曲している。排気ダクト６０の下流側の接続端部６９が、フィルタ装置
収納部４０の吸気口４１に接続されている。排気ダクト６０は、水槽２からの空気をフィ
ルタ装置収納部４０に導くので、排気ダクト６０の下端側が上流側になり、排気ダクト６
０の後端側が下流側になる。ダクト取付部材７０は、排気ダクト６０を水槽２の排気口２
２に取り付けるためのアダプタである。排気口２２は、水槽２の前側上部の外周面に形成
されている。
【００４６】
　排気ダクト６０及びダクト取付部材７０には、それぞれ、後述する排気ダクト用ノズル
９４及び取付部材用ノズル７３が、配設されている。なお、排気ダクト用ノズル９４及び
取付部材用ノズル７３は、図６及び図７に図示されている。
【００４７】
　給水装置５３は、水槽２内への給水を制御する水槽用給水弁や、洗剤ケース５０への給
水を制御する洗剤ケース用給水弁や、排気ダクト６０及びダクト取付部材７０への給水を
制御するダクト用給水弁５４等の複数の給水弁を備えている。
【００４８】
　給水装置５３のダクト用給水弁５４と、排気ダクト用ノズル９４及び取付部材用ノズル
７３との間は、給水管５６で接続されている。詳細には、給水管５６の一端がダクト用給
水弁５４に接続され、給水管５６の他端が分岐コネクタ９０に接続されている。分岐コネ
クタ９０によって、給水管５６からの給水が排気ダクト用ノズル９４の側と取付部材用ノ
ズル７３の側とに分岐される。分岐コネクタ９０と排気ダクト用ノズル９４との間には、
ダクト用給水管９１が配設されている。分岐コネクタ９０と取付部材用ノズル７３との間
には、ダクト取付部材用給水管９５が配設されている。取付部材用ノズル７３及び排気ダ
クト用ノズル９４には、一つの給水管５６から分岐された液体が供給される。当該構成に
よって、取付部材用ノズル７３及び排気ダクト用ノズル９４への液体の供給が簡略化され
る。
【００４９】
　図５は、洗濯乾燥機１の排気ダクト６０及びダクト取付部材７０を斜め上方から見た斜
視図である。図６は、洗濯乾燥機１の排気ダクト６０及びダクト取付部材７０の断面を斜
め前方から見た模式図である。図７は、洗濯乾燥機１の排気ダクト６０及びダクト取付部
材７０の断面を前方から見た模式図である。図８は、洗濯乾燥機１のダクト取付部材７０
を斜め下方から見た斜視図である。
【００５０】
　排気風路２３は、水槽２の前側上部に形成された排気口２２の下流側に位置して、排気
ダクト６０とダクト取付部材７０とを有する。ダクト取付部材７０の下流側には、排気ダ
クト６０が配設されている。
【００５１】
　図６及び図７に示すように、排気ダクト６０に液体を吐出する排気ダクト用ノズル９４
が、ダクト用給水管９１に接続されている。ダクト取付部材７０に液体を吐出する取付部
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材用ノズル７３が、ダクト取付部材用給水管９５に接続されている。ダクト用給水管９１
は、横方向にＬ字状に屈曲した形状をしており、分岐コネクタ９０側の接続端部９２と、
排気ダクト６０側の接続端部９３とを有する。ダクト取付部材用給水管９５は、縦方向に
Ｌ字状に屈曲した形状をしており、分岐コネクタ９０側の接続端部９６と、ダクト取付部
材７０側の接続端部９７とを有する。
【００５２】
　排気ダクト６０は、略Ｌ字状に屈曲した屈曲部６１と、屈曲部６１の下方（上流側）に
位置する蛇腹部６４と、蛇腹部６４の下方（上流側）に位置する上流側の接続端部６６と
、屈曲部６１の後方（下流側）に位置する下流側の接続端部６９とを備える。屈曲部６１
は、前方から後方に延びる横延在部６２と、下方から上方に延びる縦延在部６３とを有す
る。横延在部６２と縦延在部６３とが交わる部分の上部には、ノズル取付部６７が形成さ
れている。ノズル取付部６７の内部には、排気ダクト用ノズル９４が埋設されている。上
流側の接続端部６６がダクト取付部材７０のダクト接続部７２に接続され、下流側の接続
端部６９がフィルタ装置収納部４０の吸気口４１に接続されている。排気ダクト用ノズル
９４の吐出孔が、排気ダクト用ノズル９４の前側に形成されている。排気ダクト用ノズル
９４は、縦延在部６３の前側上部に向けてすなわち排気口２２の上部に向けて液体（例え
ば、水道水や風呂水等の水）をシャワー状に吐出する。
【００５３】
　ダクト取付部材７０は、ベース部７１と、ダクト接続部７２と、取付部材用ノズル７３
と、ダクト用邪魔板７５とを備える。ベース部７１は、水槽２の外周面に大略沿うように
右肩下がりに湾曲している。ベース部７１の上側位置には、取付部材用ノズル７３が配設
され、ベース部７１の下側位置には、ダクト接続部７２が配設されている。
【００５４】
　ダクト取付部材７０のベース部７１が水槽２の排気口２２の周縁に形成された取付部に
係合することで、ダクト取付部材７０が水槽２に取り付けられている。具体的には、ベー
ス部７１の上端部及び下端部に設けられた上係合凹部７６及び下係合凹部７７が、それぞ
れ、排気口２２の上部及び下部に設けられた上係合凸部８３及び下係合凸部８４に係合す
る。
【００５５】
　取付部材用ノズル７３は、その上部に形成されたノズル接続部７８と、その下端に形成
された吐出孔７９とを有する。ノズル接続部７８には、ダクト取付部材用給水管９５の下
側の接続端部９７が接続される。取付部材用ノズル７３の吐出孔７９からは、液体（例え
ば水）が排気口邪魔板８０の上端部に向けてシャワー状に吐出する。液体（例えば水）が
排気口邪魔板８０に沿って上端部から下端部に流下するので、付着物や堆積物を広範囲に
洗い流すことができる。
【００５６】
　図７に示すように、水槽２の外周面が右肩下がりになっているが、ダクト接続部７２に
おける径方向中心側の壁面よりも径方向外側の壁面の下方への延在長さを長くすることで
、ダクト接続部７２の上端が略水平に延在している。そのため、排気ダクト６０が垂直方
向に対して傾くことなく、排気ダクト６０を垂直方向に延在するように取り付けることが
できる。ダクト接続部７２の内部には、排気導出口８５が形成されている。
【００５７】
　ダクト接続部７２は、排気導出口８５の直下（上流側）にダクト用邪魔板７５を有する
。ダクト用邪魔板７５は、右肩下がりに傾斜して、ダクト接続部７２の下端から下方に延
びる支持部７４によって支持されている。ダクト用邪魔板７５は、水槽２の排気口２２と
ダクト接続部７２の排気導出口８５との間に配置されている。ダクト用邪魔板７５は、洗
剤の泡が上昇して排気ダクト６０内及びフィルタ装置３０内に進入することを規制する。
【００５８】
　水槽２は、排気口２２の径方向中心側位置（上側位置）から中間位置にかけて延在する
とともに前後方向に張り出した排気口邪魔板８０を有する。排気口邪魔板８０は、ダクト
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取付部材７０の下方（上流側）に配設されているとともに、ダクト取付部材７０のベース
部７１から離間して配設されている。排気口邪魔板８０は、水槽２の外周面に大略沿うよ
うに右肩下がりに湾曲している。排気口邪魔板８０は、底面視で、ダクト用邪魔板７５と
重なっていないか、重なっている場合でもその重なり具合は非常に僅かである。排気口邪
魔板８０は、側面視で、ダクト用邪魔板７５に対して下方に離間して配設されている。排
気口邪魔板８０とダクト用邪魔板７５との間には、下離間空間８９が形成されている。排
気口邪魔板８０は、洗剤の泡が上昇して排気ダクト６０内及びフィルタ装置３０内に進入
することを規制する。なお、排気口邪魔板８０は、水槽２又はダクト取付部材７０に一体
形成されている。
【００５９】
　排気口邪魔板８０は、ベース部７１に対して下方に離間して配設されている。排気口邪
魔板８０とベース部７１との間には、中間離間空間８７が形成されている。排気口邪魔板
８０の上端には、上方に突出する規制壁８１が形成されている。規制壁８１は、水槽２の
上係合凸部８３から離間配置されている。規制壁８１と上係合凸部８３との間には、上離
間空間８８が形成されている。規制壁８１の上端とベース部７１の下面との間には、規制
隙間８６が形成されている。
【００６０】
　平面視で、排気口邪魔板８０は、水槽２の排気口２２の上側部分の一部と中間部分とを
閉じるとともに、ダクト用邪魔板７５は、水槽２の排気口２２の下側部分の一部を閉じる
ように配置されている。ダクト用邪魔板７５は、ダクト取付部材７０に一体形成されてい
る。また、側面視で、排気口邪魔板８０は、排気口２２に位置するとともに、ダクト用邪
魔板７５は、排気口２２の上方に位置している。
【００６１】
　水槽２の排気口２２から排気ダクト６０に流れる空気のうち排気口２２の上側部分を流
れる空気が、上離間空間８８及び規制隙間８６を流れたあと、中間離間空間８７を流れて
、排気導出口８５の方に流れる。水槽２の排気口２２から排気ダクト６０に流れる空気の
うち排気口２２の下側部分を流れる空気が、下離間空間８９を流通したあと、排気導出口
８５の方に流れる。当該構成によれば、空気が排気口２２から排気ダクト６０に流れる際
に、排気口邪魔板８０及びダクト用邪魔板７５による圧損をできるだけ抑制することがで
きる。
【００６２】
　洗剤を用いた洗濯運転の際に（例えば、ドラム３が低速で正逆回転して洗濯物を叩き洗
いするタンブリング洗いを行うときに）、洗剤を含んだ洗濯水が発泡して、洗剤の泡が水
槽２内を上昇する。排気口２２から排気ダクト６０に向けて流れる空気が、上昇した洗剤
の泡を、排気ダクト６０に運搬しようとする。しかしながら、排気口２２の上側部分では
、排気口邪魔板８０の上側部分及び規制壁８１によって、洗剤の泡が上離間空間８８を介
して排気導出口８５に進入することが規制される。排気口２２の中間部分では、排気口邪
魔板８０によって、洗剤の泡が排気導出口８５に進入することが規制される。排気口２２
の下側部分では、ダクト用邪魔板７５によって、洗剤の泡が排気導出口８５に進入するこ
とが規制される。
【００６３】
　洗剤の泡の大部分は、上記構成によって、排気導出口８５への進入が規制される。しか
しながら、洗剤の泡のごく僅かが、上離間空間８８と規制隙間８６と中間離間空間８７と
を通過して、排気口邪魔板８０に付着する。排気口邪魔板８０に付着した洗濯水の泡が乾
燥すると、洗剤が排気口邪魔板８０にこびり付いた状態になる。そのため、水槽２の排気
口２２にある排気口邪魔板８０は、こびり付いた洗剤によって、糸くずや埃などの異物が
堆積しやすくなっている。
【００６４】
　そこで、洗濯乾燥機１は、排気口邪魔板８０への洗剤の付着と、糸くずや埃などの異物
の堆積とを防止するための異物堆積防止構造を備えている。排気口邪魔板８０の上端部に
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向けて液体をシャワー状に吐出する取付部材用ノズル７３をダクト取付部材７０のベース
部７１に配設することによって、異物堆積防止構造が構成される。
【００６５】
　取付部材用ノズル７３の吐出孔７９が、排気口邪魔板８０の規制壁８１よりも僅かに径
方向外側に位置するように、取付部材用ノズル７３が配設されている。取付部材用ノズル
７３の吐出孔７９から適量の液体を適宜のタイミングで吐出することにより、排気口邪魔
板８０への洗剤の付着が防止される。また、糸くずや埃などの異物が、洗剤を介して排気
口邪魔板８０に堆積しても、吐出孔７９からのシャワー状の液体によって当該異物を洗い
流すことができる。
【００６６】
　また、排気ダクト６０が略Ｌ字状に屈曲した屈曲部６１を有するので、排気口邪魔板８
０と同様に、洗剤の付着と糸くずや埃などの異物の堆積が起こりやすくなっている。そこ
で、屈曲部６１への洗剤の付着と異物の堆積とを防止するために、排気ダクト用ノズル９
４が屈曲部６１内に配設されている。排気ダクト用ノズル９４は、屈曲部６１の縦延在部
６３の上側内面に向けて、適量の液体を適宜のタイミングで吐出する。その結果、屈曲部
６１への洗剤の付着と異物の堆積とが防止される。そして、屈曲部６１に吐出された液体
がダクト用邪魔板７５に降り注がれることにより、ダクト用邪魔板７５への洗剤の付着と
異物の堆積とが防止される。
【００６７】
　取付部材用ノズル７３及び排気ダクト用ノズル９４からの液体の吐出は、好適には、最
終すすぎの給水時に行われる。最終すすぎ工程の後には、糸くずや埃などの異物が飛散す
る乾燥工程が行われるが、付着した洗剤及び堆積した異物の洗い流しを、乾燥工程の前に
行うことにより、洗剤の付着及び異物の堆積を防止できる。また、当該液体の吐出は、槽
洗浄時に行うこともできる。槽洗浄と同じタイミングで取付部材用ノズル７３及び排気ダ
クト用ノズル９４から液体の吐出を行うことにより、日常的な抗菌や防カビのメンテナン
スとともに、洗剤の付着及び異物の堆積を防止できる。
【００６８】
　〔第２実施形態〕
　次に、第２実施形態に係る洗濯乾燥機１について、図９を参照しながら説明する。図９
は、この発明の第２実施形態に係る洗濯乾燥機１の排気ダクト６０及びダクト取付部材７
０の断面を前方から見た模式図である。
【００６９】
　排気口邪魔板８０の上面には、拡散部８２が配設されている。拡散部８２は、規制壁８
１の下側であって、取付部材用ノズル７３の吐出孔７９に対向する位置に形成されている
。拡散部８２は、取付部材用ノズル７３から吐出された液体を周囲に拡散させる。拡散部
８２によって、液体が広範囲に拡散して、付着した洗剤及び堆積した異物の洗い流しの効
果を高めることができる。例えば、拡散部８２は、吐出孔７９に向けて突出した半球形状
をしている。拡散部８２は、単一の比較的大きな径の半球形状のものとしたり、複数の比
較的小さな半球形状のものが点在した構成とすることができる。単一の大径の半球形状の
拡散部８２は、糸くずが絡みにくく、糸くずが堆積しにくいので好適である。なお、拡散
部８２は、半球形状に限られず、円錐形状、三角錐形状や四角錐形状等の様々な形状とす
ることができる。
【００７０】
　〔第３実施形態〕
　次に、第３実施形態に係る洗濯乾燥機１について、図１０を参照しながら説明する。図
１０は、この発明の第３実施形態に係る洗濯乾燥機１のノズル７３，９４に装着される拡
散部材１１０を示す斜視図である。
【００７１】
　取付部材用ノズル７３及び排気ダクト用ノズル９４の内部には、それぞれ、図１０に示
すような拡散部材１１０が設けられている。各拡散部材１１０は、水をより拡散させるた
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めの部材であり、取付部材用ノズル７３及び排気ダクト用ノズル９４の各吐出孔側におい
て回転可能に装着されて、旋回子（ワーラー)と呼ばれている。拡散部材１１０は、互い
に斜めに配置された略半円板形状の２つの部分１１１,１１２を有し、断面形状が略Ｘ字
形状をしている。
【００７２】
　拡散部材１１０は、供給された水流を旋回させて旋回流を作ると共に、乱流発生時の剪
断力等によって水を切断して粒水を作成する。吐出孔の開口面積が小さくて流路が狭くな
っていることにより、拡散部材１１０で作成された粒水を剪断力等によってさらに切断し
て、粒径が２mm以下の小径の粒水が作成される。その結果、小径の粒水が旋回しながら拡
散する高圧シャワーが噴射される。したがって、取付部材用ノズル７３及び排気ダクト用
ノズル９４から噴射される高圧シャワーによって、排気口邪魔板８０及びダクト用邪魔板
７５のそれぞれに付着した洗剤及び堆積した異物をより効果的に洗い流すことができる。
【００７３】
　この発明の具体的な実施形態について説明したが、この発明は上記実施形態に限定され
るものではなく、この発明の範囲内で種々変更して実施することができる。
【００７４】
　上記実施形態では、洗濯乾燥機１としてドラム式のものについて説明したが、他の構成
の洗濯乾燥機１にこの発明を適用してもよい。
【００７５】
　上記実施形態では、排気口邪魔板８０が排気口２２に位置しているが、排気口２２の上
方又は下方に位置してもよい。
【００７６】
　上記実施形態では、分岐コネクタ９０によって、給水管５６からの給水が排気ダクト用
ノズル９４と取付部材用ノズル７３とに分岐されて、同じタイミングで液体の吐出が行わ
れている。しかしながら、排気ダクト用ノズル９４と取付部材用ノズル７３とが別系統の
給水経路によって個別に給水されるようにしてもよい。すなわち、排気口邪魔板８０と排
気ダクト６０の屈曲部６１とで、洗剤の付着及び異物の堆積の程度が必ずしも同じとは限
らないので、洗剤の付着及び異物の堆積の程度に応じて、液体の吐出量や吐出タイミング
を適宜に調節できる。
【００７７】
　上記実施形態では、ヒートポンプユニット７とＰＣＴヒータとによって、循環風路２０
内を流れる空気の加熱を行っているが、いずれか一方で加熱するようにしてもよい。
【００７８】
　以上説明したように、この発明の洗濯乾燥機１は、
　水槽２と、
　前記水槽２内に回転可能に配置されて、洗濯物５を収容するドラム３と、
　前記ドラム３内に空気を供給する循環風路２０と、
　前記循環風路２０内を流れる空気を加熱する加熱装置７と、
　前記循環風路２０内を流れる空気に含まれる異物を捕集するフィルタ装置３０と、
　前記加熱装置７を制御する制御装置５５とを備え、
　前記循環風路２０は、前記水槽２に形成された排気口２２と前記フィルタ装置３０との
間を接続する排気風路２３を備え、
　前記排気風路２３は、前記フィルタ装置３０に接続される排気ダクト６０と、前記水槽
２の前記排気口２２に接続されるダクト取付部材７０とを有し、
　前記ダクト取付部材７０の下流側には、前記排気ダクト６０が配設されるとともに、
　前記ダクト取付部材７０の上流側には、洗剤の泡の進入を規制する排気口邪魔板８０が
前記ダクト取付部材７０のベース部７１から離間して配設され、
　前記ベース部７１には、前記排気口邪魔板８０に向けて液体を吐出する取付部材用ノズ
ル７３が配設されていることを特徴とする。
【００７９】
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　上記構成によれば、取付部材用ノズル７３からの液体が、排気口２２にある排気口邪魔
板８０に向けて吐出される。それにより、排気口邪魔板８０に付着した洗剤と、洗剤を介
して排気口邪魔板８０に堆積した糸くずや埃などの異物とが洗い流される。したがって、
水槽２の排気口２２にある排気口邪魔板８０において、洗剤の付着及び異物の堆積を防止
できる。
【００８０】
　前記取付部材用ノズル７３が、前記排気口邪魔板８０の上端部に向けて前記液体を吐出
することが好ましい。
【００８１】
　上記構成によれば、液体が排気口邪魔板８０に沿って上端部から下端部に流下するので
、洗剤の付着及び異物の堆積を広範囲に洗い流すことができる。
【００８２】
　前記排気ダクト６０の屈曲部６１には、前記排気ダクト６０の内面に向けて前記液体を
吐出する排気ダクト用ノズル９４が配設されていることが好ましい。
【００８３】
　上記構成によれば、洗剤の付着及び異物の堆積が発生しやすい屈曲部６１での異物の堆
積が防止される。
【００８４】
　前記取付部材用ノズル７３及び前記排気ダクト用ノズル９４には、一つの給水管５６か
ら分岐された前記液体が供給されることが好ましい。
【００８５】
　上記構成によれば、取付部材用ノズル７３及び排気ダクト用ノズル９４への液体の供給
が簡略化される。
【００８６】
　前記取付部材用ノズル７３及び前記排気ダクト用ノズル９４には、水をより拡散させる
ための拡散部材１１０が設けられていることが好ましい。
【００８７】
　上記構成によれば、取付部材用ノズル７３及び前記排気ダクト用ノズル９４から噴射さ
れる水がそれぞれ高圧シャワーとなり、排気口邪魔板８０及びダクト用邪魔板７５のそれ
ぞれに付着した洗剤及び堆積した異物をより効果的に洗い流すことができる。
【００８８】
　前記取付部材用ノズル及び前記排気ダクト用ノズルからの前記液体の吐出が、最終すす
ぎの給水時に行われることが好ましい。
【００８９】
　上記態様によれば、付着した洗剤及び堆積した異物の洗い流しが、糸くずや埃などの異
物の飛散する乾燥工程の前に行われて、洗剤の付着及び異物の付着を防止できる。
【００９０】
　前記取付部材用ノズル及び前記排気ダクト用ノズルからの前記液体の吐出が、槽洗浄時
に行われることが好ましい。
【００９１】
　上記態様によれば、日常的な抗菌や防カビのメンテナンスとともに、洗剤の付着及び異
物の付着を防止できる。
【符号の説明】
【００９２】
　１…洗濯乾燥機
　１ａ…外箱
　２…水槽
　３…ドラム
　４…ドラムモータ
　５…洗濯物
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　７…ヒートポンプユニット（加熱装置）
　２０…循環風路
　２１…扉
　２２…排気口
　２３…排気風路
　２４…戻し風路
　２５…吸気口
　２６…給気風路
　３０…フィルタ装置
　３１…周壁部
　３２…底部
　４０…フィルタ装置収納部
　４１…吸気口
　４２…フィルタ排気口
　５０…洗剤ケース
　５３…給水装置
　５４…ダクト用給水弁
　５５…制御装置
　５６…給水管
　５７…吸気口
　５８…送風ファン
　５９…吹出口
　６０…排気ダクト
　６１…屈曲部
　６２…横延在部
　６３…縦延在部
　６４…蛇腹部
　６６…接続端部
　６７…ノズル取付部
　６９…接続端部
　７０…ダクト取付部材
　７１…ベース部
　７２…ダクト接続部
　７３…取付部材用ノズル
　７４…支持部
　７５…ダクト用邪魔板
　７６…上係合凹部
　７７…下係合凹部
　７８…ノズル接続部
　７９…吐出孔
　８０…排気口邪魔板
　８１…規制壁
　８２…拡散部
　８３…上係合凸部
　８４…下係合凸部
　８５…排気導出口
　８６…規制隙間
　８７…中間離間空間
　８８…上離間空間
　８９…下離間空間
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　９０…分岐コネクタ
　９１…ダクト用給水管
　９２…接続端部
　９３…接続端部
　９４…排気ダクト用ノズル
　９５…ダクト取付部材用給水管
　９６…接続端部
　９７…接続端部
　９９…ホース接続部
　１０１…上面パネル
　１０２…操作表示部
　１０３…前面パネル
　１０４…後面パネル
　１０５…側面パネル
　１０６…底台
　１０７…開口部
　１１０…拡散部材

【図１】 【図２】
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